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表紙写真　「凍  港」

私は、昔船乗りだった。健康を害し、丘に上がったが、今でも「海」「港」は忘れられない。

その様な関係から、日本全国の「海」「港」に関する詩は多く書いている。

これは、詩の題材探しに北国のしばれる寒さの波止場に行った時、一面凍った海に何隻もの漁船がじーっと春の来

　るのを待っていた。

星 野  哲 郎 　　
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表
紙
提
供
　
星
野
哲
郎
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
大
正
14
年
９
月
30
日
（
山
口
県
大
島
町
出
身
）

　
小
金
井
北
第
一
支
部
（
有
）紙
の
船
　
所
属

　
作
詞
家
　
都
は
る
み（
あ
ん
こ
椿
は
恋
の
花
）北
島
三
郎（
兄
弟
仁
義

等
）水
前
寺
清
子（
365
歩
の
マ
ー
チ
）美
空
ひ
ば
り（
塩
谷
岬
）小
林
旭（
昔

の
名
前
で
出
て
い
ま
す
）等
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
け
ば
必
ず
何
曲
も
か
か
る

程
多
く
の
演
歌
を
作
詞
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
２
０
０
０
曲
を
超
す
。

　
絵
画
は
、
作
詞
の
最
中
に
気
分
転
換
と
し
て
始
め
、「
七
奇
会
」
に

所
属
し
例
会
に
は
、
欠
か
さ
ず
出
席
し
、
手
が
け
る
。
作
品
は
、
毎
年

の
「
朔
日
会
展（
東
京
・
上
野
都
立
美
術
館
）」
出
展
を
始
め
、
個
展
も

数
回
開
催
す
る
。
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

社団 
法人 武蔵野法人会事務局 
TEL 0422（51）1441　FAX 0422（55）5544

大企業を中心とした景気の回復も中小企業には、まだ時間がかかりそうです。

来年こそは中小企業にも結果のでる年になって欲しいと思います。

そこで新年を会員の皆様と親しく賀詞交歓会をいたしたく平成２０年 「新春会員のつどい」

を開催いたします。皆様お誘い合わせの上、多数ご参加下さいますようご案内申し上げ

ます。

◆ 日　時　平成20年１月16日（水）　受付：午後４時　開宴：午後５時～７時

◆ 場　所　吉祥寺第一ホテル

◆ 会　費　6,000円

　当日は楽しいイベントが
　　　　　　盛りだくさんです

　　　　　　　　　  お早めにお越し下さい

お申し込みは

所定の参加申込書（別送）に記入され、参加費を下記銀行にお振込みの上、平成19年12月

21日（金）までに（社）武蔵野法人会事務局までFAXまたは郵送でお申し込み下さい。

お振込先　銀行口座ご案内 口座名　社団法人武蔵野法人会 

� 

� 

� 

� 

� 

三井住友銀行 

み ず ほ 銀 行  

三菱東京ＵＦＪ銀行 

三菱東京ＵＦＪ銀行 

り そ な 銀 行  

三 鷹 支 店  

三 鷹 支 店  

吉祥寺支店 

吉祥寺駅前支店 

吉祥寺支店 

1 1 6 4 3  

1 8 7 1 8 4 4  

0 5 0 5 7 5 5  

5 1 9 0 2  

9 8 1 6 8 6  

 

� 

� 

� 

� 

多摩信用金庫 

多摩信用金庫 

西武信用金庫 

東京むさし農業協同組合 

 

8 3 0 6 0  

2 4 2 8 6 6 2  

6 0 3 9 7  

3 0 5 6 1 0 6

（普通） 

（普通） 

（普通） 

（普通） 

（普通） 

武蔵野支店 

三鷹下連雀支店 

武蔵境支店 

武蔵野支店 

 

（普通） 

（普通） 

（普通） 

（普通） 
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－会員増強にご協力下さい－

総
　
　
　
　
論

第
一
　
経
済
社
会
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿

　
　
わ
が
国
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
将

来
像
、
改
革
工
程
な
ど
を
早
急
に
示

し
、
国
民
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

第
二
　
行
財
政
改
革
の
推
進
と
歳
出
削
減

　
　「
官
か
ら
民
へ
」
の
役
割
分
担
を
再

点
検
の
う
え
、
行
政
改
革
を
大
胆
に

実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
、

公
務
員
定
数
の
削
滅
、
歳
費
、
給
与
の

抑
制
を
強
く
求
め
る
。

第
三
　
社
会
保
障
制
度
・
国
民
負
担
の

あ
り
方

　
　
社
会
保
障
制
度
改
革
に
あ
た
っ
て

は
、
保
険
料
負
担
と
税
負
担
の
あ
り

方
や
、
受
益
と
負
担
の
公
平
等
、
中
期

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
持
続
可

能
で
安
心
で
き
る
制
度
の
構
築
が
急

務
で
あ
る
。

第
四
　
国
と
地
方
の
あ
り
方

　
　
国
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、
歳
出

削
減
を
中
心
と
す
る
行
政
の
効
率
化

で
あ
り
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

明
確
化
で
あ
る
。

第
五
　
税
制
改
革
の
あ
り
方

　
　
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税

制
、
努
力
し
た
者
が
報
わ
れ
る
税
制

の
確
立
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、

法
人
税
率
（
軽
減
税
率
を
含
む
〉
の
引

き
下
げ
お
よ
び
事
業
承
継
税
制
の
確

立
を
最
重
要
課
題
と
し
て
提
示
す
る
。

第
六
　
租
税
教
育
の
充
実

　
　
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
社
会
全
体

で
租
税
教
育
に
取
り
組
み
、
税
の
役

割
を
正
し
く
理
解
し
て
、
真
の
納
税

者
（
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
）
意
識
を

定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

各
　
　
　
　
論

第
一
　
法
人
税
制
に
つ
い
て

１
、
法
人
税
基
本
税
率
の
引
き
下
げ

　
　
国
際
競
争
力
確
保
の
観
点
か
ら
も

法
人
税
の
基
本
税
率
に
つ
い
て
地
方

税
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
。

２
、
中
小
企
業
軽
減
税
率
の
引
き
下
げ

　
　
中
小
企
業
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税

率
に
つ
い
て
、
軽
減
税
率
を
22
％
か

ら
20
％
程
度
へ
引
き
下
げ
、
適
用
課

税
所
得
金
額
を
１
５
０
０
万
円
程
度

へ
引
き
上
げ
る
。

３
、
減
価
償
却
制
度
の
見
直
し

　
　
耐
用
年
数
の
短
縮
・
資
産
区
分
の

簡
素
化
に
つ
い
て
、
先
進
国
並
み
に

見
直
す
こ
と
を
求
め
る
。

４
、
特
殊
支
配
同
族
会
社
に
対
す
る
役

員
給
与
の
損
金
算
入
制
限

　
　
不
公
平
で
合
理
性
に
欠
け
る
本
制

度
に
つ
い
て
、
廃
止
を
求
め
る
。

５
、
非
営
利
法
人
課
税
　

　
　
収
益
事
業
か
ら
生
じ
る
利
益
を
公

益
事
業
に
支
出
す
る
「
み
な
し
寄
附

金
」
の
損
金
算
入
限
度
額
（
所
得
金
額

の
20
％
相
当
額
）
の
大
幅
な
拡
大
を

求
め
る
。

６
、
寄
附
金

７
、
役
員
給
与

８
、
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税

９
、
交
際
費
課
税
制
度

10
、
電
子
申
告

　
　
一
層
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
地

方
税
の
電
子
申
告
と
の
一
体
化
、
法

人
に
対
す
る
税
額
控
除
の
創
設
、
個

人
の
税
額
控
除
の
増
額
等
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

第
二
　
個
人
所
得
税
制
に
つ
い
て

１
、
所
得
税
と
住
民
税
の
あ
り
方

　
　
所
得
税
は
基
幹
税
と
し
て
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
税
負
担
の
歪

み
を
直
し
、
広
く
、
薄
く
負
担
す
べ
き

で
あ
る
。
住
民
税
は
応
益
性
の
観
点

か
ら
均
等
割
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
。

２
、
各
種
控
除
制
度
の
整
理
合
理
化

３
、
少
子
化
対
策

　
　
児
童
に
対
す
る
税
額
控
除
制
度
を

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言（
要
旨
）
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導
入
し
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
分
Ｎ

乗
方
式
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

４
、
納
税
者
番
号
制
度

５
、
金
融
所
得
一
体
課
税

６
、
寄
附
金

第
三
　
事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て

１
、
欧
米
並
み
の
制
度
の
確
立

　
　
相
続
前
後
の
事
業
従
事
を
条
件
に
、

事
業
に
資
す
る
相
続
は
一
般
財
産
と

切
り
離
し
て
課
税
し
、
事
業
用
資
産

や
株
式
に
つ
い
て
軽
減
ま
た
は
控
除

す
る
欧
米
と
同
様
の
制
度
の
創
設
を

求
め
る
。
ま
た
、
後
継
者
へ
の
集
中
的

な
承
継
、
手
続
き
の
簡
素
化
等
の
措

置
が
必
要
で
あ
る
。

２
、
経
過
措
置

　
　
取
引
相
揚
の
な
い
株
式
等
に
お
け

る
相
続
税
の
課
税
価
格
の
減
額
措
置

に
つ
い
て
、
減
額
率
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
。

３
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
拡
充

　
　
非
課
税
枠
の
一
層
の
拡
大
と
年
数

等
適
用
条
件
の
緩
和
が
必
要
で
あ
る
。

第
四
　
消
費
税
制
に
つ
い
て

１
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
条
件

　
　
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
財
政
需
要

の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
消

費
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
そ
れ
以
前
に
行
財
政
改
革
の
徹

底
、
歳
出
の
削
減
な
ど
を
行
い
、
構
造

改
革
の
進
展
や
景
気
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

２
、
仕
入
税
額
控
除
の
適
正
化

３
、
滞
納
防
止

第
五
　
地
方
税
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

１
、
固
定
資
産
税
の
軽
減

　
　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
税
と
あ
わ
せ
て
制
度
の
見
直
し

と
負
担
軽
減
を
求
め
る
。

　
　
宅
地
と
事
業
用
地
に
つ
い
て
は
、

資
産
の
収
益
力
に
着
目
し
た
収
益
還

元
価
格
で
評
価
す
る
方
式
に
改
め
る
。

２
、
事
業
所
税
の
廃
止

３
、
申
告
納
税
の
合
理
化

４
、
超
過
課
税
・
法
定
外
目
的
税

第
六
　
環
境
税
制
に
つ
い
て

全
国
法
人
会
か
ら
１
９
０
０
人
が

新
潟
で
集
う

秋
晴
れ
の
中
、
日
本
各
地
よ
り
１
９
０

０
人
が
集
っ
た
今
回
の
大
会
で
は
、
ま
ず

第
１
部
で
、
講
師
に
東
洋
大
学
経
済
学
部

の
松
原 

聡
氏
を
お
招
き
し
、「
日
本
経
済

活
性
化
の
切
り
札
を
探
る
」
と
題
す
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

２
部
の
全
国
大
会
式
典
、
第
３
部
懇
親
会

へ
と
大
会
は
続
き
ま
し
た
。
最
後
に
、「
税

制
改
正
に
関
す
る
法
人
会
の
提
言
」
を
報

告
し
、
第
24
回
大
会
の
「
大
会
宣
言
」
を

採
択
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
武
蔵
野
法

人
会
か
ら
も
、
梅
根
会
長
以
下
10
名
の
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
新
潟
の
名
産
品
で
あ

る
魚
沼
産
こ
し
ひ
か
り
や
、
地
酒
な
ど
を

集
め
た
物
産
展
が
同
時
開
催
さ
れ
、
多
く

の
参
加
者
が
新
潟
土
産
を
手
に
し
て
い

る
、
い
つ
も
な
が
ら
の
和
や
か
な
光
景
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
新
潟
県
の
観

光
情
報
や
県
内
13
法
人
会
の
活
発
な
活
動

が
、
パ
ネ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
後
、
来

年
の
開
催
地
で
あ
る
山
口
県
に
引
き
継
ぎ

を
行
い
、
終
了
し
ま
し
た
。
　（
事
務
局
）

9
月
27
日（
木
）、「
新
潟
朱
鷺
メ
ッ
セ
」
に
お
い
て
、
第
24
回
法
人
会
全
国
大

会（
新
潟
大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は「
税
制
改
正
に
関
す
る
法
人
会

の
提
言
」を
報
告
し
、
そ
の
後
、
大
会
宣
言
を
採
択
。
当
法
人
会
か
ら
は
梅
根

会
長
以
下
10
人
が
参
加
し
、
全
国
各
地
の
法
人
会
と
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

第
24
回
法
人
会
全
国
大
会
が
新
潟
で
開
催 

― 

梅
根
会
長
以
下
10
人
で
参
加 

― 

法
人
会
　 

全
国
大
会 

新
潟
大
会 
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武蔵野地区編          抱  負 
今
期
で
支
部
長
職
も
、
は
や
３
期

目
に
な
り
ま
す
。
当
支
部
の
特
色
は
、

何
と
言
っ
て
も
、
吉
祥
寺
駅
前
の
大

商
業
地
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん

と
の
融
和
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
幸
い
、
支
部
役
員
に
な
っ
て

く
れ
て
い
る
支
店
長
さ
ん
た
ち
を
始

め
大
企
業
の
方
々
は
、
吉
祥
寺
の
街

や
そ
こ
に
長
く
住
ん
で
き
た
方
々
の

こ
と
を
よ
く
知
り
た
い
と
い
う
考
え

の
方
が
多
く
、
法
人
会
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
大

変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
役
員
会

の
出
席
率
も
大
体
９
割
以
上
で
す
ね
。

３
期
目
と
な
る
今
期
も
、
こ
う
し

た
役
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
つ

つ
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
企
業
の

発
展
に
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年

の
３
月
に
は
恒
例
の
研
修
旅
行
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。

旧
三
越
跡
に
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
が

入
店
し
、
駅
前
は
さ
ら
に
活
気
づ
い

て
い
ま
す
。
新
会
員
増
強
に
も
頑

張
っ
て
、
異
業
種
間
交
流
の
場
を
さ

ら
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
談
）

今
期
初
め
て
支
部
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
支
部
運
営
に
つ

い
て
は
、
新
会
員
の
増
強
も
大
切
で

す
が
、
基
本
的
に
は
現
会
員
を
大
切

に
し
て
支
部
に
定
着
し
て
貰
う
こ
と

を
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
法
人
会
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
お
考

え
な
ど
に
、
一
度
よ
く
耳
を
傾
け
て

み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
役
員
と

と
も
に
支
部
内
の
全
会
員
企
業
を
訪

問
し
、
お
話
を
聴
く
と
い
う
試
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
と
し
て
定
着
し
て
い
る
方
々

は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
「
楽
し
い
」
と
思
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、

よ
り
多
く
の
方
が
「
楽
し
い
」
と
思

え
る
支
部
に
す
べ
く
、
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。
具
体
的
活
動
と
し
て
は
、

支
部
の
ブ
ロ
グ
を
立
上
げ
、
支
部
内

の
会
員
企
業
や
個
人
を
紹
介
し
て
い

く
予
定
で
す
。
支
部
内
で
、
趣
味
で

も
何
で
も
、
ま
ず
は
何
ら
か
の「
楽
し

い
」
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

を
入
会
の
■ 

メ
リ
ッ
ト
■ 

と
、
き
っ

と
感
じ
て
貰
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
支
部
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
　  

（
談
）

吉
祥
寺
北
第
一
支
部

地
元
企
業
と
融
和
を
図
り

地
域
へ
の
貢
献
を

支
部
長
　
荒
　
井
　
伸
　
吉
　

吉
祥
寺
北
第
二
支
部

入
会
し
て
「
楽
し
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
支
部
に

支
部
長
　
高
　
橋
　
佳
　
幹
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新  支  部  長  の      
今
期
で
二
期
目
に
な
り
ま
す
。
熱

心
な
役
員
の
皆
さ
ん
が
引
き
続
き
た

く
さ
ん
残
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
の

で
、
二
期
目
の
支
部
運
営
に
つ
い
て

も
、
余
り
心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

当
支
部
の
特
徴
は
、
研
修
会
を
、
五

支
部
合
同
の
研
修
会
も
含
め
て
で
は

あ
り
ま
す
が
、
年
に
６
回
と
比
較
的

数
多
く
開
催
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

支
部
の
使
命
は
、
や
は
り
異
業
種
の

方
々
に
よ
り
多
く
の
出
会
い
の
場
を

作
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
期
も
、
年
に
６

回
の
研
修
会
は
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
２
回
は
必
ず
税

務
関
係
の
研
修
会
を
開
き
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
税
に
つ
い
て
の
疑
問
や

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
解
決
に
資

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
習
の
場
で
あ
り
、
楽
し
い
異
業

種
交
流
の
場
で
も
あ
る
支
部
の
活
動

に
、
是
非
、
参
加
し
て
み
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。
ま
ず
、
お
互
い
が

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
談
）

当
支
部
は
、
か
つ
て
中
島
飛
行
機

製
作
所
が
あ
っ
た
の
で
、
当
時
か
ら

中
島
飛
行
機
の
関
連
工
場
が
多
数
存

在
す
る
武
蔵
野
の
工
場
地
域
で
し

た
。
現
在
は
、
横
河
電
機
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
武
蔵
野
中
央
研
究
所
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
工
場
や
Ｉ

Ｔ
企
業
な
ど
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
旧
の
企
業
や
工

場
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
の
が
、
当

支
部
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

私
は
今
期
初
め
て
支
部
長
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
当
支
部
の

地
域
的
特
徴
を
踏
ま
え
て
新
旧
企
業

の
交
流
と
情
報
交
換
を
積
極
的
に
支

援
す
る
活
動
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

支
部
の
現
会
員
が
有
意
義
に
相
互
交

流
で
き
れ
ば
、
退
会
も
あ
る
程
度
減

少
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

12
月
に
は
三
鷹
駅
北
口
の
再
開
発

に
つ
い
て
講
演
会
を
開
き
、
会
員
と

と
も
に
三
鷹
駅
周
辺
の
開
発
に
つ
い

て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
問
題
を
考
え

て
い
く
活
動
も
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

（
談
）

吉
祥
寺
南
支
部

武
蔵
野
中
央
支
部

学
習
と
異
業
種
交
流
の
場
で
あ
る

研
修
会
を
充
実
さ
せ
た
い

支
部
長
　
五
十
嵐
　
　
　
保
　

新
旧
企
業
の
交
流
と
情
報
交
換
を

積
極
的
に
支
援
し
た
い

支
部
長
　
榎
　
本
　
勝
　
治
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新支部長の抱負 武蔵野地区編 

支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
二
期

目
と
な
り
ま
し
た
。
今
期
は
当
支
部
の
活

性
化
と
組
織
の
充
実
を
計
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
当
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
イ
ア
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
法

人
会
へ
の
参
加
意
義
を
高
め
る
た
め
支
部

研
修
会
を
春
・
秋
の
２
回
予
定
で
お
り
ま

す
。地

域
の
活
性
化
、
税
務
、
事
業
継
承
、
経

営
、
健
康
等
身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
、
限
ら
れ
た
中

で
も
一
番
の
講
師
の
先
生
を
探
し
、
会
員

の
皆
様
に
役
立
つ
研
修
会
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
あ
る
ゴ
ル
フ
会（
Ｃ
Ｇ
Ｓ

会
）も
年
２
回
開
催
し
よ
り
多
く
の
方
の

参
加
を
募
り
、
親
睦
を
計
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
忘
年
会
の
行
事
も
行
い
ま

す
。
法
人
会
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
忘
年

会
等
で
名
刺
の
交
換
を
行
い
多
く
の
方
と

知
り
合
い
、
そ
の
方
た
ち
に
自
分
の
周
辺

の
方
を
紹
介
し
た
り
、
紹
介
し
て
貰
っ
た

り
す
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

組
織
の
充
実
は
ま
ず
は
会
員
の
増
強
で

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
法
人
会
に
限
っ
た

こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
会

組
織
に
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
多
分
、
事

業
継
承
の
転
換
期
と
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
に

よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
せ
い
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

今
期
よ
り
強
力
な
助
っ
人
で
あ
る
高
橋

勇
組
織
委
員
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た

の
で
、
前
年
よ
り
良
い
達
成
率
が
得
ら
れ

る
よ
う
役
員
一
同
頑
張
り
た
く
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
　
　
支
　
　
部

当
支
部
の
活
性
化
と
組
織
の
充
実

支
部
長
　
金
　
子
　
武
　
文
　

社会貢献研修会の開催について

　今年度の社会貢献委員会の事業計画の一環として「事業研修会」を下記のとおり開催致し

ますのでご報告いたします。

記

日　　　時：平成19年11月27日（火）午後１時30分～３時

会　　　場：法人会大会議室

タ イ ト ル：「裁判員制度について～もしもあなたが選ばれたら～」

講　　　師：①武蔵野区検察庁のお話し

　　　　　　②「裁判員制度」法務省制作DVDの鑑賞（58分）

受講対象者：法人会会員および一般者

入　場　料：無　料

主　　　催：武蔵野法人会　社会貢献委員会

広　　　報：全会員に案内を出状

　　　　　　会報　「ほうじんむさしの」10月号に掲載

　　　　　　法人会ホームページに掲載

　　　　　　三鷹市、武蔵野市、小金井市の各市報

社会貢献委員長　
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美
し
い
「
和
」
の
空
間
に

魅
せ
ら
れ
る

一
行
は
午
後
１
時
に
小
金
井
を
出
発
し
、

２
時
過
ぎ
に
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
到
着
。

見
学
研
修
が
始
ま
る
午
後
４
時
半
ま
で
、

各
自
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
や
新
国
立
美
術

館
を
見
学
し
た
り
、
フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
企

画
コ
ー
ナ
ー
に
出
向

い
た
り
し
て
自
由
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

午
後
４
時
半
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
ガ
レ
リ
ア

３
階
の
ツ
ア
ー
デ
ス

ク
前
に
再
集
合
し
、
イ

ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
身

に
つ
け
て
研
修
開
始

で
す
。
公
式
ガ
イ
ド
に

よ
る
と
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
建
物
は
「
和
」
を

基
調
に
設
計
さ
れ
て

い
て
、
随
所
に
和
紙
や
竹
材
（
床
面
）
な
ど

の
内
装
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

建
物
外
面
の
一
面
に
曲
線
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
ホ
テ

ル
１
階
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ

れ
て
い
る
１
本
１
万
円
（
！
）
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
入
り
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
、

驚
き
の
情
報
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
ガ
イ
ド
に
活

発
な
質
問
も
寄
せ
ら
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
の
１
時
間
の
見
学
研

修
で
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
で

懇
親
会
場
の
赤
坂
に
移
動
。
天

候
は
時
折
小
雨
交
じ
り
で
し
た

が
、
約
１
時
間
半
の
交
流
会
の

後
、
無
事
小
金
井
の
地
へ
戻
り

ま
し
た
。

（
小
金
井
北
第
一
副
支
部
長

高
柳
数
利
）

小金井北 
第一支部 

東
京
の
新
し
い
「
顔
」 

六
本
木
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
を
見
学 

研修会 

9
月
19
日
（
水
）、
小
金
井
北
第
一
支
部
の
今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
話
題
の
六
本
木
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
見

学
で
す
。
参
加
者
13
人
で
、
美
し
い
建
物
や
空
間
を
充
分
に
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
赤
坂
で
懇
親
会
を
開
催
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

委員会・部会・支部会活動報告
2007（平成19）年9月～10月

１．小金井北第一支部 東京の新しい「顔」六本木ミッドタウンを見学 ……………………… p. 7

２．女性部会 「租税教室」を中心に日野法人会女性部会と交流 …………………… p. 8

３．厚生委員会 ぶどう狩りと温泉に日本の秋を満喫 ……………………………………… p. 9

４．運輸部会 減価償却の改正点を学ぶ研修会を開催………………………………… p. 10

５．三鷹第五支部 広大な宇宙に思いを馳せた一日 ………………………………………… p. 10

６．三鷹第四・第二支部合同 東京オリンピックの可能性とその経済効果 …………………………… p. 11

７．女性部会 まさに「患者のための病院」 …………………………………………… p. 12

８．三鷹第一支部 清原慶子三鷹市長を囲んで ……………………………………………… p. 13

９．税制委員会 これからどうなる？　あなたの年金……………………………………… p. 14

10．小金井西支部 富岡製糸場視察と車中特別セミナー開催……………………………… p. 15

11．女性部会 寝たきり・認知症を防いで健康な老後を……………………………… p. 16

12．部会合同 部会間の“横のつながり”を強めるために ………………………… p. 17

13．社会貢献委員会 環境を守るエコドライブテクニック ……………………………………… p. 17
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女性部会 

「
租
税
教
室
」
を
中
心
に 

 

日
野
法
人
会
女
性
部
会
と
交
流 

日野法人会 
女性部会　 
交 流 会 

と 
    の 

消
費
税
導
入
時
に
始
ま
り

女
性
部
会
の
活
動
の
柱
に

日
野
法
人
会
は
、
日
野
市
・
多
摩
市
・

稲
城
市
の
三
市
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
鈴
木
女
性
部
会
担
当
副
会
長

か
ら
、「
今
回
の
交
流
が
会
員
減
少
な

ど
各
法
人
会
に
共
通
す
る
問
題
を
解
決

す
る
糸
口
と
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
現
代
は
女
性
の
時
代
、
女

性
を
活
用
す
る
時
代
で
す
。
両
女
性
部

会
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
当
法
人
会
女
性
部
会
の
中
尾
部

会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
親
子
租
税
教
室

及
び
研
修
会
に
は
役
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今

回
の
日
野
・
武
蔵
野
両
女
性
部
会
の
交

流
が
こ
れ
か
ら
も
続
き
、
法
人
会
が
社

会
か
ら
広
く
認
め
ら
れ
る
団
体
と
な
る

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
、
と
語

り
ま
し
た
。
日
野
法
人
会
の
小
磯

女
性
部
会
長
か
ら
は
、
武
蔵
野
法

人
会
女
性
部
会
の
活
動
か
ら
多
く

の
こ
と
を
吸
収
し
て
帰
り
た
い
、

と
の
嬉
し
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
当
法
人
会
の
高
橋

稲
子
女
性
部
会
員
よ
り
、
親
子
租

税
教
室
を
立
ち
上
げ
た
の
は
消
費

税
導
入
時
で
、
当
初
は
法
人
会
館

で
行
い
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
た
が
、
最
初
は
盛
況

だ
っ
た
も
の
の
次
第
に
少
子
化
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
出
始
め
、

参
加
者
集
め
に
苦
労
す
る
よ
う
に

女
性
部
会
は
、
さ
る
9
月
12
日(

水)

に
、
日
野
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
日
野
法
人
会
女
性
部
会
の
小
磯
部
会

長
、
青
木
事
務
局
長
他
17
人
の
皆
さ
ん
が
、
雨
の
中
、
三
鷹
ま
で
お
出
で

下
さ
い
ま
し
た
。
武
蔵
野
法
人
会
か
ら
も
中
尾
部
会
長
、
金
井
専
務
理
事

他
23
人
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

な
っ
た
こ
と
、
活
動
が
低
迷
し
か
か
っ

た
頃
、
法
人
会
の
会
員
だ
っ
た
私
学
の

武
蔵
野
東
学
園
が
、
教
育
の
一
環
と
し

て
租
税
教
育
を
取
り
入
れ
て
下
さ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
活
動
の
様
子
が
全
法

連
に
て
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
こ
と
、
そ
の
後
、
継
続
し

て
開
催
し
、
現
在
で
は
武
蔵
野
女
性
部

会
の
中
心
的
活
動
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
と
い
っ
た
親
子
租
税
教
室
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
入
会
し
て
日
の
浅
い
会
員
に
も

良
い
勉
強
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

他
の
活
動
の
参
考
に
な
る
点
も

多
い
「
親
子
租
税
教
室
」

続
い
て
、
現
在
、
活
動
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
安
藤
社
会
貢
献
委
員
と
倉

田
広
報
委
員
よ
り
、
公
立
学
校
に
お
け

る
租
税
教
室
の
活
動
状
況
や
、
今
行
っ

て
い
る
講
習
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
中
尾
部
会
長
か
ら
も
、
清
原
慶
子

三
鷹
市
長
の
ご
理
解
に
よ
り
、
三
鷹
で

は
公
立
校
に
も
租
税
教
室
の
活
動
が
浸

透
し
つ
つ
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
改

め
て
女
性
パ
ワ
ー
を
痛
感
し
ま
し
た
。

法
人
会
の
よ
う
な
私
的
団
体
の
こ
う

し
た
活
動
が
公
立
校
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
問
題

は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
企
業
の
協
賛
や

市
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
参
考
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。

最
後
に
、
小
磯
・
中
尾
両
女
性
部
会

長
の
終
わ
り
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
改
め
て
、
武
蔵
野
法
人
会
が

名
門
法
人
会
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
以
を

お
聞
き
し
、
そ
の
一
員
と
な
っ
た
か
ら

に
は
個
人
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
協

力
を
し
な
け
れ
ば
と
、
襟
を
正
し
た
一

日
で
し
た
。（
広
報
委
員
　
伊
藤
さ
と
み
）
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厚生委員会 

ぶ
ど
う
狩
り
と
温
泉
に 

日
本
の
秋
を
満
喫 
バスツアー 

「
渋
滞
40
キ
ロ
」
の
試
練
が

少
し
汗
ば
む
陽
気
な
が
ら
も
、
秋
の

気
配
を
感
じ
さ
せ
る
風
が
心
地
よ
い

朝
、
バ
ス
二
台
で
予
定
通
り
午
前
８
時

に
出
発
。
車
中
で
は
こ
れ
か
ら
の
楽
し

い
ツ
ア
ー
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な
思
い

思
い
の
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
中
央
高
速
の
入
口
に
は
「
渋

滞
40
キ
ロ
」
の
文
字
が
。
車
中
は
騒
然

と
な
り
、
本
当
に
今
日
、
無
事
に
帰
っ

て
来
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が

頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
　
　

八
王
子
ま
で
一
時
間
以
上
も
か
か
っ

た
間
に
い
つ
し
か
睡
魔
に
襲
わ
れ
、
ふ

と
気
が
つ
く
と
バ
ス
は
甲
斐
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
中
央
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
を
順
調

に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
、
牧
丘
観
光
ぶ

ど
う
園
に
約
一
時
間
半
遅
れ
で
到

着
。
バ
ス
を
降
り
立
つ
と
、
そ
こ
は

清
々
し
い
空
気
で
い
っ
ぱ
い
の
丘

陵
で
し
た
。
バ
ス
で
急
勾
配
の
坂

を
上
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
こ
は

「
巨
峰
の
丘
」
と
言
い
、
周
囲
に
は

農
家
の
経
営
す
る
ぶ
ど
う
園
が
点

在
し
て
い
ま
す
。

翌
週
の
日
曜
に
は
「
巨
峰
の
丘

マ
ラ
ソ
ン
」が
あ
り
、
こ
の
急
坂
を

上
っ
た
り
下
り
た
り
す
る
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
想
像
し
た
だ

け
で
、
息
切
れ
し
そ
う
で
し
た
。

さ
る
9
月
15
日
（
土
）、
秋
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。
恒
例
の
ぶ

ど
う
狩
り
と
、
今
回
は
春
日
居
温
泉
に
出
掛
け
ま
し
た
。
美
味
し
い
ぶ
ど

う
を
た
く
さ
ん
取
り
、
ホ
テ
ル
「
春
日
居
」
で
中
華
フ
ル
コ
ー
ス
の
昼
食

と
温
泉
を
堪
能
。
初
秋
を
迎
え
た
山
間
の
風
光
に
も
心
癒
さ
れ
た
、
楽
し

い
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

甘
く
み
ず
み
ず
し
い

取
れ
た
て
の
ぶ
ど
う
に
感
激

み
ん
な
で
ぶ
ど
う
棚
の
下
の
テ
ー
ブ

ル
に
着
く
と
、
園
の
人
の
案
内
で
、
早

速
ぶ
ど
う
狩
り
の
開
始
で
す
。
中
腰
に

な
り
な
が
ら
、
美
味
し
そ
う
な
ぶ
ど
う

を
物
色
し
、
こ
れ
ぞ
と
思
う
一
房
を
は

さ
み
で
切
り
落
と
し
ま
す
。
何
で
も
、

房
の
上
３
セ
ン
チ
く
ら
い
で
切
る
と
、

ぶ
ど
う
は
長
持
ち
す
る
と
の
こ
と
。

ず
っ
し
り
と
し
た
重
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
テ
ー
ブ
ル
に
戻
る
と
、
味
噌
お
で

ん
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
味
噌
お

で
ん
と
昼
食
前
の
デ
ザ
ー
ト
＝
ぶ
ど
う

を
み
ん
な
で
頬
張
り
ま
し
た
。
大
き
な

一
粒
の
甘
い
こ
と
、
み
ず
み
ず
し
い
こ

と
。
取
れ
た
て
の
ぶ
ど
う
は
酸
っ
ぱ
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
甘
く
て
美

味
し
く
て
大
感
激
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ク
イ
ズ
で
す
。
ぶ
ど
う

は
房
の
上
部
と
先
端
で
は
ど
ち
ら
が
甘

い
で
し
ょ
う
か
？
理
由
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
そ
う
で
す
が
、
先
端
の
方
が
甘
い

そ
う
で
す
。

さ
て
、
お
昼
は
ち
ょ
っ
と
豪
華
に
ホ

テ
ル
ラ
ン
チ
。
ホ
テ
ル
「
春
日
居
」
で

中
華
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
食
事
後
は
そ
れ
ぞ
れ
お
風
呂
や
散

歩
。
春
日
居
温
泉
の
露
天
風
呂
か
ら
は

夏
が
終
わ
り
秋
を
迎
え
よ
う
と
す
る
山

間
の
風
情
が
望
め
、
郷
愁
を
誘
わ
れ
ま

し
た
。

帰
途
、「
シ
ャ
ト
ー
勝
沼
」で
お
土
産

の
買
い
物
を
済
ま
せ
、
車
中
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
興
じ
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
の
う
ち
に
定
刻
の
午
後
６
時
に

三
鷹
に
帰
着
。

み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　
（
厚
生
委
員
　
横
尾
和
儀
）
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今
年
度
取
得
の
資
産
か
ら
は

備
忘
価
格
ま
で
償
却
可
能

平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
我
々

運
輸
業
者
に
と
っ
て
は
、
減
価
償
却
費
関

係
が
重
要
で
す
。
常
に
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
新
車
を
ど
ん
ど
ん

購
入
す
れ
ば
減
価
償
却
費
が
増
大
し
、
経

常
利
益
を
圧
迫
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
普
通
、

各
社
は
購
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
ま
す
。

今
回
は
こ
う
し
た
事
情
か
ら
二
野
講
師
に

減
価
償
却
費
の
改
正
点
を
要
約
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
取
得
す
る

資
産
に
つ
い
て
は
、
償
却
可
能
限
度
額（
95

％
）お
よ
び
残
存
価
格
を
廃
止
し
、
１
円
ま

で
償
却
で
き
る
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
競
争
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
別
表
に
お
い
て
国
際
比
較
を

し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
減
価
償
却
費
の

位
置
づ
け
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

250
％
定
率
法
に
移
行
す
る
と
年
間
の
償

却
費
は
増
大
し
、
我
々
業
者
に
は
か
な
り

の
負
担
が
生
じ
る
訳
で
す
が
、
そ
の
一
方

で
１
円
ま
で
償
却
が
で
き
る
の
は
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
資
本
的
支
出

を
行
っ
た
場
合
の
処
理
に
つ
い
て
も
説
明

が
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
研
修
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
運
輸
部
会
長
　
清
本
秋
男
）

運輸部会 

減
価
償
却
の
改
正
点
を
学
ぶ 

研
修
会
を
開
催 

税務研修 

9
月
21
日（
金
）、
運
輸
部
会
は
武
蔵
野
法
人
会
館
に
お
い
て
、「
減
価
償

却
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
武

蔵
野
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
の
二
野
裕
史
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
勉
強
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

我
が
国
の
宇
宙
開
発
の
中
枢
、

「
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」

水
戸
第
９
代
藩
主
徳
川
斉
昭
が
天
保
12

年
（
１
８
４
１
年
）
に
創
設
し
た
藩
校
・
弘

道
館
（
常
磐
神
社
）
や
別
春
館
と
い
う
酒
の

博
物
館
を
見
学
後
、
昼
食
を
済
ま
せ
、
つ
く

ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
と
も

に
施
設
内
を
一

時
間
半
に
わ
た

り
見
学
。
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

試
験
棟
で
ロ

ケ
ッ
ト
音
響
体

験
な
ど
も
で
き

た
。
Ｈ 
― 
Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
の
長
さ

は
53

メ
ー
ト

ル
。
人
工
衛
星

に
貼
ら
れ
る
金

色
の
断
熱
材

は
、
実
は
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
貼
ら
れ
て
い

る
だ
け
な
の
だ
が
、
宇
宙
は
無
重
力
状
態
で

風
が
な
い
た
め
剥
が
れ
る
心
配
は
な
い
と
言

う
。
ま
た
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
400

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
空
に
あ
り
、
肉
眼
で
も
見

え
る
そ
う
で
あ
る
。
宇
宙
空
間
で
は
東
京
―

大
阪
間
は
約
１
分
で
行
け
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
宇
宙
食
の
ラ
ー
メ
ン
も
見
せ
て

も
ら
っ
た
が
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
み
そ
、
と
ん

こ
つ
、
カ
レ
ー
と
４
種
類
の
味
が
揃

い
、
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
は
、

宇
宙
開
発
の
最
先
端
分
野
の
研
究
・

開
発
・
試
験
を
行
う
日
本
の
中
枢
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
様
々
な
形
の
人
工

衛
星
や
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
か
ら

の
受
信
映
像
な
ど
を
間
近
で
見
ら
れ

る
し
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
る
。
一
度
は
時
間
を
か
け
て
見

学
す
る
に
値
す
る
施
設
だ
と
強
く
感

じ
た
。 

（
広
報
委
員
長
　
栗
田
多
美
子
）

広
大
な
宇
宙
に 

思
い
を
馳
せ
た
一
日 

三鷹第五 
支部 

日帰り研修 

9
月
30
日
（
日
）、
小
雨
の
一
日
で
し
た
が
、
三
鷹
第
五
支
部
は
早
朝
か

ら
「
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
の
日
帰
り
見
学
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
実
に
東
京
ド
ー
ム
12
個
分
の
広
大
な
施

設
内
を
見
学
。
人
工
衛
星
や
Ｈ
―

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
間
近
で
見
る
と
い

う
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
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『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
の
可
能
性

昨
年
８
月
に
、
国
内
選
考
で
福
岡
を

破
り
、
２
０
１
６
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
正
式
に
立
候
補
し
た
東
京
。

都
議
会
議
員
と
し
て
招
致
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
吉
野
氏
は
、「
東
京
に
な

る
可
能
性
は
相
当
に
あ
る
」
と
強
い
確

信
を
お
持
ち
で
し
た
。

昨
年
の
８
月
に
都
議
会
の
一
行
で
北

京
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
中

国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
や
要
人
と

会
見
し
、
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
大

き
な
影
響
力
を
持
つ
中
国
か
ら
２
０
１

６
年
の
日
本
へ
の
支
持
を
得
ら
れ
た
こ

と
で
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
安
心
し
て
日
本
の
代

表
を
東
京
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
す
。

そ
の
後
も
議
員
団
で
頻
繁
に
中
国
を

訪
れ
、
多
く
の
関
係
者
ら
と
会
う
う
ち

に
、
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
太
い
パ
イ
プ
も

で
き
て
、
成
果
は
着
実
に
上
が
っ
て
い

る
と
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う

三
鷹
第
四
支
部
と
第
二
支
部
は
、
合
同
支
部
講
演
会
を
9
月
25
日（
火
）、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
武
蔵
野
法
人
会
会
員
で
あ

る
、
都
議
会
議
員
の
吉
野
利
明
氏
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
可
能
性
と

そ
の
経
済
効
果
」と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
招
致
活
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
可
能
性
と 

そ
の
経
済
効
果 

三鷹 
第四支部 
第二支部 
合同 

合同支部講演会 

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
除
い
て
も
、
２
兆
５

千
億
円
は
あ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
三
多
摩
地
区
で
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
多
摩
に
は
関
係
な
い

の
で
は
と
い
う
意
識
が
あ
る
よ
う
で
、

市
長
の
み
な
さ
ん
の
関
心
は
い
ま
ひ
と

つ
だ
そ
う
で
す
。

都
知
事
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
都
市
づ
く
り
を
一
気
に
加
速
さ
せ
る

と
明
言
し
て
い
ま
す
。

東
京
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
る
こ
と

に
よ
り
、
都
心
だ
け
で
は
な
く
、
三
鷹

も
含
め
東
京
全
体
に
い
い
効
果
が
波
及

す
る
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、「
私
の
孫
の
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
、
夢
と
希
望
と
感
動
を
見
せ

て
や
り
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て

い
る
。
多
く
の
方
の
支
援
を
い
た
だ
い

て
、
な
ん
と
し
て
も
招
致
を
実
現
さ
せ

た
い
」
と
力
強
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。

都
議
会
議
員
と
い
う
公
職
に
就
か

れ
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
、
会
員
同
士

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
の
中
、
興
味
深
い
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
会
に
引
き
続
き
交
流
会
が
、
㈱

ノ
ー
ブ
ル
無
線
社
長
川
上
晃
司
氏
に
よ

る
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
か
れ
ま
し
た
。

で
し
た
。

ま
た
、
他
の
立
候
補
都
市
と
み
る

と
、
例
え
ば
、
シ
カ
ゴ
は
、
治
安
の
問

題
や
過
去
の
テ
レ
ビ
の
放
映
権
を
め
ぐ

っ
て
の
反
発
な
ど
が
あ
り
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
は
、
２
０
１
４
年
に
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
的
な
の
で
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
二
度
の
国
際
大
会
は
難
し

い
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
に
、
他
都
市

と
比
べ
て
も
決
し
て
無
理
な
こ
と
で
は

な
い
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
ま
ず
、
現
在
名
乗
り
を
挙
げ

て
い
る
７
都
市
を
５
つ
に
絞
る
選
考
が

行
わ
れ
ま
す
。

選
考
の
際
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

開
催
都
市
の
市
民
が
ど
れ
だ
け
開
催
を

望
ん
で
い
る
か
に
あ
る
と
の
こ
と
。

11
月
に
都
が
行
う
意
向
調
査
が
あ

り
、
そ
こ
で
開
催
を
望
む
人
々
の
割
合

が
最
低
で
も
60
％
は
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

場
で
、
都
民
の
意
識
を
盛
り
上
げ
る
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済
効
果

も
し
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か

れ
た
場
合
、
都
が
見
込
ん
で
い
る
経
済

効
果
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や
道
路
な
ど
の
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女性部会 

ま
さ
に
「
患
者
の
た
め
の
病
院
」 

― 

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
感
激 

― 

研 修 会 
 

病
院
の
外
観
は
ま
る
で
ホ
テ
ル

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
到

着
す
る
と
、
み
ん
な「
こ
れ
が
病
院
!?
」

と
び
っ
く
り
。
ま
る
で
ホ
テ
ル
の
よ
う

な
病
院
で
す
。
最
初
は
研
究
所
に
案
内

さ
れ
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
で
あ
る
山

口 

建
先
生
か
ら
次
の
よ
う
な
内
容
の
お

話
を
、
約
一
時
間
お
聞
き
し
ま
し
た
。

癌
に
な
る
の
は
男
性
が
２
人
に
１
人

女
性
は
３
人
に
１
人
の
割
合
。
女
性
の

率
が
少
な
い
の
は
出
産
す
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

癌
に
な
り
や
す
い
の
は
60
〜
70
才
な
の

で
定
年
退
職
直
後
か
ら
気
を
つ
け
て
ほ

し
い
そ
う
で
す
。
原
因
の
第
一
位
は
食

生
活
、
二
位
は
喫
煙
で
、
こ
の
二
つ
で

原
因
全
体
の
８
割
を
占
め
て
い
る
そ
う

で
す
。
予
防
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
、

検
診
を
し
な
い
で
発
病
し
た
場
合
は

命
を
落
と
す
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
検
診
で
癌
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
８
割
は
助
か
る
そ
う
で
す
。

食
生
活
は
塩
分
を
控
え
、
緑
黄
色

野
菜
や
果
物
を
多
く
摂
る
こ
と
。
日

本
食
な
ど
は
体
に
良
い
で
す
が
、
と

に
か
く
食
べ
過
ぎ
ず
腹
八
分
目
に
。

ま
た
、
煙
草
を
止
め
ら
れ
れ
ば
、
現

在
の
癌
患
者
は
３
割
減
る
と
の
お
話

で
し
た
。
禁
煙
の
効
果
が
す
ぐ
に
現

れ
る
の
は
心
筋
梗
塞
と
脳
卒
中
。
癌

の
場
合
、
10
年
く
ら
い
は
気
を
つ
け

て
い
な
い
と
安
心
で
き
な
い
の
で
、

や
は
り
毎
年
の
検
診
が
大
切
だ
そ
う

9
月
26
日
（
水
）
と
27
日(

木)

、
女
性
部
会
は
一
泊
研
修
を
開
催
。
今
回

の
目
的
地
は
、
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
に
あ
る
「
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
」
周

辺
と
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
す
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の

整
っ
た
設
備
に
感
激
。
ま
た
、
山
口 

建
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
か
ら
、
有

意
義
な
講
義
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
38
人
で
し
た
。

で
す
。
適
度
に
運
動
し
食
生
活
に
気
を

つ
け
、
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
な
い
よ
う
に

し
た
上
で
、
検
診
を
受
け
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
癌
は
克
服
で
き
る
の
で
す
。

患
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
た

病
院
で
あ
る
と
実
感

山
口
先
生
の
講
義
の
後
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
病
院
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室(

地
域
の

方
々
が
奉
仕
で
患
者
さ
ん
の
手
助
け
を

す
る
た
め
の
控
室)

、
図
書
室（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
貸
出
を
し
て
い
る
）
、
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
人
た

ち
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
答
え
ら

れ
る
）
な
ど
が
あ
り
、
11
階
に
は
展
望

風
呂
と
レ
ス
ト
ラ
ン
も
。
お
風
呂
は
患

者
さ
ん
だ
け
で
す
が
レ
ス
ト
ラ
ン
は
一

般
の
人
々
に
も
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

癌
患
者
の
方
々
が
心
穏
や
か
に
療
養
で

き
る
よ
う
心
配
り
が
行
き
届
い
た
病
院

で
あ
る
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
元
気
で
あ
る
こ
と
に
感
謝

し
、
今
後
は
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守

る
と
心
に
誓
い
、
全
員
で
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
て
病
院
を
後
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
日
の
宿
で
あ
る
「
長

泉
山
荘
」
へ
。
食
事
会
ま
で
の
自
由
時

間
は
お
風
呂
に
入
っ
た
り
お
茶
を
い
た

だ
い
た
り
。
山
間
の
静
か
な
宿
に
心
癒

さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
前
日
昼
食
を

と
っ
た
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
で
美
術
鑑

賞
。
駿
河
銀
行
の
３
代
目
岡
野
喜
一
郎

氏
が
集
め
た
、
１
０
０
０
点
以
上
に
及

ぶ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
楽

し
み
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
研
修
旅
行
で
し
た
。

企
画
・
実
行
に
労
を
惜
し
ま
ず
ご
尽
力

下
さ
っ
た
平
事
業
委
員
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
　
倉
田
征
子
）
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清
原
慶
子
三
鷹
市
長
を
囲
ん
で 

―   

輝
く
ま
ち
・
三
鷹  

を
み
ん
な
で
作
ろ
う 

― 

三鷹第一 
支部 

第12回 
会員交流会 

圧
倒
的
支
持
を
得
て

二
期
目
に
入
っ
た
清
原
市
政

竹
内
社
会
貢
献
委
員
長
の
司
会
に
よ

り
開
始
。
ま
ず
、
岡
支
部
長
の
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

清
原
三
鷹
市
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介

を
経
て
講
演
に
入
っ
た
。

内
容
は
、
一
期
目
を
振
り
返
り
、
市

長
の
職
責
の
重
大
さ
を
確
認
し
た
日
々

の
こ
と
、
職
員
や
市
民
と
の
出
会
い
を

積
み
重
ね
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
常
に

学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
市
政

を
向
上
さ
せ
る
べ
く
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、

三
鷹
市
か
ら
の
情
報
発
信
の
意

義
と
そ
の
役
割
の
大
き
さ
、
と

い
っ
た
様
々
な
お
話
を
伺
っ
た
。

続
い
て
、
今
年
４
月
22
日
の

市
長
選
挙
で
４
分
の
３
以
上
と

い
う
得
票
を
得
て
、
二
期
目
に

入
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
二
期
目
の
課
題

と
し
て
、
三
鷹
市
政
の
基
本
理
念
と
基

本
的
目
標
を
再
確
認
し
た
い
と
語
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

も
、
清
原
市
長
の
考
え
を
詳
細
に
お
話

し
い
た
だ
い
た
。

10
月
1
日
（
月
）、
午
後
5
時
半
よ
り
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
に
て
、
第
12

回
目
と
な
る
会
員
交
流
会
を
開
催
。
今
回
は
清
原
三
鷹
市
長
を
お
招
き

し
、『
今
、
三
鷹
市
で
は 
― 
更
な
る
挑
戦
、
み
た
か
新
時
代
を
目
指
し
て

―
』
と
題
し
た
講
演
を
行
う
と
と
も
に
、
会
員
と
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
参
加
者
は
43
人
で
し
た
。

三
鷹
か
ら
日
本
の
未
来
を

創
造
し
よ
う

ま
た
、
本
年
度
を
「
更
な
る
挑
戦
・

み
た
か
新
時
代
」
発
進
の
年
と
位
置
づ

け
、
夢
の
あ
る
21
世
紀
型
の
創
造
的
自

治
体
を
築
い
て
い
き
た
い
と
の
抱
負
を

述
べ
た
。
最
後
に
、「
三
鷹
か
ら
日
本
の

未
来
を
創
造
す
る
」
と
い
う
意
気
込
み

を
持
っ
て
、
市
議
会
や
市
民
と
目
標
を

共
有
し
つ
つ
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
、
私
た
ち
の
愛
す
る
三
鷹
を
「
協

働
・
感
動
・
躍
動
が
息
づ
く
、■ 

輝
く
ま

ち
・
三
鷹
■ 」
に
し
て
い
き
た
い
と
、
力

強
く
語
っ
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
で
は
、
小
川
広
報

副
委
員
長
か
ら
の
「
会
員
間
の
相
互
協

力
」
と
い
う
会
員
交
流
会
の
趣
旨
説
明

の
後
、
出
席
者
全
員
で
清
原
市
長
に
激

励
の
拍
手
を
送
り
、
松
井
副
支
部
長
の

乾
杯
で
懇
親
の
宴
が
始
ま
っ
た
。
市
政

に
つ
い
て
の
質
問
や
お
願
い
な
ど
、
市

長
列
席
の
会
員
交
流
会
な
ら
で
は
の
光

景
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
５
人
の
会
員

に
よ
る
自
己
紹
介
と
企
業
ア
ピ
ー
ル
も

行
わ
れ
た
。

田
中
会
員
の
中
締
め
の
挨
拶
と
渡
辺

事
業
委
員
の
三
本
締
め
で
、
懇
親
会
は

幕
を
閉
じ
た
。

（
広
報
副
委
員
長
　
小
川
　
清
）
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－会員増強にご協力下さい－

税制委員会 

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？  

あ
な
た
の
年
金 

研修会 

最
近
国
民
の

関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
年
金

講
演
で
は
、
ま
ず
年
金
の
仕
組
み
を

聞
き
ま
し
た
。
主
な
年
金
で
あ
る
国
民

年
金
基
金
ま
た
は
付
加
基
金
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
、
厚
生
年
金
基
金
、
企

業
年
金
、
職
域
加
算
の
仕
組
み
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
組

合
わ
せ
と
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
等
）、
第
二
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
公
務
員
）、
第
三
号
被
保
険
者

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
の
配
偶
者
）

の
関
連
を
明
解
な
図
で
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

次
は
加
入
手
続
き
で
す
。
い
つ
か

ら
、
ど
の
よ
う
に
加
入
す
る
の
か
、
保

険
料
は
ど
の
く
ら
い
で
、
ど
う

徴
収
さ
れ
る
か
な
ど
を
、
上
記

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
詳
し
く
聞
き
ま
し
た
。

年
金
の
受
け
取
り
は
、
老
齢

年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

と
国
民
年
金
加
入
者
、
厚
生
年

金
加
入
者
の
関
連
を
基
に
、
基

礎
年
金
と
各
年
金
の
関
係
を
、

こ
れ
も
非
常
に
整
理
さ
れ
た
図

を
使
っ
て
説
明
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
受
給
要
件
に
つ
い
て

も
、
老
齢
年
金（
受
給
要
件
は
、

保
険
料
納
付
済
み
期
間
、
保
険

料
免
除
期
間
、
合
算
対
象
期
間

等
が
通
算
し
て
原
則
25
年
以
上

と
な
っ
て
い
る
こ
と
）、
障
害

10
月
2
日
（
火
）、
午
後
1
時
半
よ
り
法
人
会
館
の
大
会
議
室
に
て
、
税

制
委
員
会
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
昨
今
話
題
の
絶
え
な

い
年
金
で
す
。
講
師
に
は
社
会
保
険
労
務
士
の
藤
見
義
彦
先
生
を
お
迎

え
し
、
複
雑
な
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
金
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

年
金
、
遺
族
年
金
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年

金
額
の
計
算
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金

に
つ
い
て
、
詳
し
く
聞
き
ま
し
た
。

新
制
度
で
あ
る
離
婚
に
よ
る

年
金
分
割
に
つ
い
て
も
説
明

年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
働
い
て
い

る
場
合
の
、
在
職
老
齢
年
金
の
年
齢
別

総
報
酬
月
額
相
当
額
に
よ
る
支
給
停
止

調
整
開
始
額
な
ど
、
も
ろ
も
ろ
の
条
件

で
の
具
体
例
を
提
示
し
、
ど
ん
な
点
に

注
意
す
べ
き
か
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
夫
婦
の
年
金
に
つ
い
て
、

最
近
話
題
の
離
婚
に
よ
る
分
割
制
度
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

退
職
後
の
手
続
き
と
し
て
、
居
住
地

の
社
会
保
険
事
務
所
に
裁
定
請
求
書
提

出
の
方
法
が
あ
る
そ
う
で
す
。
55
歳
以

上
の
年
金
見
込
み
額
の
試
算
は
、
社
会

保
険
庁
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
電
子
申
請
で
き

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
加
入
手
続
き
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
社
会
保
険
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
加
え

て
、
厚
生
労
働
省
年
金
局
に
も
年
金
財

政
に
つ
い
て
の
Ｈ
Ｐ
「
公
的
年
金
制
度

の
概
要
」
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
雇
用
保

険
事
業
、
助
成
金
、
給
付
金
の
ご
案
内
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
下
さ

り
、
法
人
会
会
員
の
本
制
度
の
有
意
義

な
活
用
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
税
制
委
員
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
研
修
会
を
こ
れ
ま
で
よ
り
、
年

２
回
程
度
増
や
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
も
と
よ
り
、
興

味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
、
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
（
税
制
委
員
長
　
河
田
敏
夫
）
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富
岡
製
糸
場
視
察
と 

　
車
中
特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

小金井西 
支部 

世界遺産 
（暫定リスト登載） 

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

富
岡
製
糸
場
へ

小
金
井
旧
公
会
堂
前
を
中
型
バ
ス
に

ほ
ぼ
満
員
の
状
態
で
、
定
刻
通
り
出
発

し
た
一
行
は
、
一
路
関
越
道
経
由
で
群

馬
県
富
岡
市
の
富
岡
製
糸
場
へ
向
か
っ

た
。
途
中
、
三
芳
Ｐ
Ａ
で
休
憩
を
取
り
、

間
も
な
く
車
中
で
の
特
別
講
座
が
開
催

さ
れ
た
。

第
一
講
座
は
（
株
）
健
康
館
の
耕
納

社
長
よ
り
、
健
康
と
食
に
つ
い
て
の
栄

養
学
的
な
理
論
に
基
づ
く
「
食
中
道
」

の
講
義
。「（
ま
・
ご
・
わ
・
や
・
さ
・

し
・
い
）
＝
豆
、
ゴ
マ
、
ワ
カ
メ
、
野

菜
、
魚
、
シ
イ
タ
ケ
、
芋
類
」
と
い
っ

た
日
本
型
の
理
想
的
な
食
事
バ
ラ
ン
ス

の
説
明
等
が
あ
っ
た
。
次
の
上
里
Ｓ
Ａ

で
休
憩
後
は
、（
株
）
エ
イ
ピ
ー
ベ
ッ

カ
ー
小
渕
社
長
の
「
小
さ
な
企
業
が
成

功
す
る
に
は
ど
ん
な
戦
略
が
必
要

さ
る
10
月
2
日
（
火
）、
小
金
井
西
支
部
で
は
、
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
、
群
馬
県
富
岡
市
の
富
岡
製
糸
場
を
見

学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
往
路
の
車
中
で
は
参
加
者
が
講
師

と
な
っ
た
特
別
セ
ミ
ナ
ー
も
二
講
座
開
催
さ
れ
、
充
実
し
た
内
容
の
バ
ス

ツ
ア
ー
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

か
？
」
で
あ
る
。
当
支
部
で
は
日
頃
か

ら
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
貢
献
す
る

良
き
経
営
者
の
集
団
を
目
標
に
し
て
お

り
、
こ
の
テ
ー
マ
は
是
非
聴
講
し
た
い

念
願
の
講
座
で
も
あ
っ
た
。
二
つ
の
講

座
と
も
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
わ

か
り
や
す
く
お
話
頂
い
た
。

講
座
に
耳
を
傾
け
て
い
る
う
ち
に
、

現
在
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し

て
い
る
富
岡
製
糸
場
に
到
着
。
約
一
時

間
程
度
の
視
察
時
間
を
取
り
、
日
本
の

木
造
建
築
と
西
欧
の
レ
ン
ガ
造
り
を
取

り
入
れ
た
「
木
骨
レ
ン
ガ
造
」
の
建
物

を
見
て
回
る
。
ほ
ぼ
明
治
初
期
の
ま

ま
、
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
た
こ
の

工
場
に
は
、
か
つ
て
絹
生
産
世
界
一
を

誇
り
、
日
本
経
済
の
根
幹
を
担
っ
た

華
々
し
い
過
去
が
あ
る
の
だ
。
初
め
て

見
る
製
糸
場
の
威
容
に
感
動
し
て
い
る

人
も
多
か
っ
た
。

次
回
も
充
実
の
企
画
を

期
待
す
る
声
多
数

食
事
の
時
間
も
忘
れ
て
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
た
が
、
現
実
に
戻
る
と
急

に
「
腹
の
む
し
」
が
泣
き
出
し
た
。
一

路
、
碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館
「
峠
の

湯
」
の
昼
食
会
場
を
目
指
す
。
参
加
者

は
、
こ
こ
で
和
食
を
中
心
に
し
た
美
味

し
い
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

昼
食
の
後
は
バ
ス
に
戻
り
車
窓
よ
り

め
が
ね
橋
を
見
な
が
ら
、
軽
井
沢
銀
座

へ
の
散
策
コ
ー
ス
へ
と
向
か
う
。
お
腹

い
っ
ぱ
い
の
後
で
も
あ
り
、
散
策
は
丁

度
よ
い
消
化
時
間
と
な
っ
た
。
こ
の
軽

井
沢
散
策
で
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
全

行
事
が
終
了
、
帰
路
に
着
い
た
。
帰
り

の
車
中
で
は
カ
ラ
オ
ケ
等
で
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
一
同
、
充
実
し
た
内
容
の

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
富
岡
製
糸
場
を
見
学

す
る
貴
重
な
機
会
を
得
た
こ
と
に
満
足

そ
う
で
あ
っ
た
。
是
非
次
回
も
楽
し
く

充
実
し
た
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
と
の

声
を
多
数
頂
い
た
。

役
員
並
び
に
世
話
役
の
方
々
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

（
小
金
井
西
副
支
部
長
　
高
橋
俊
雄
）
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女性部会 

寝
た
き
り
・
認
知
症
を
防
い
で 

健
康
な
老
後
を 

研 修 会 

寝
た
き
り
を
防
ぐ
の
は
運
動

た
だ
の
寿
命
は
寝
た
き
り
で
も
生
き

て
い
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
元
気
で
長

生
き
す
る
こ
と
を
「
健
康
寿
命
」
と
言

う
そ
う
で
す
。
現
在
、
日
本
は
健
康
寿

命
世
界
一
。
大
変
喜
ば
し
い
の
で
す

が
、
国
民
医
療
費
は
32
兆
円
。
世
界
で

23
位
、
先
進
国
で
は
一
番
低
い
現
状
と

の
こ
と
。
厚
労
省
は
今
後
５
年
間
で
医

療
費
を
さ
ら
に
削
減
し
、
療
養
病
床
を

23
病
床
も
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
は
寝
た
き

り
に
な
っ
て
も
病
院
で
は
診
て
も
ら
え

ず
、
家
族
が
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。
だ
と
す
る
と
、
元

気
に
長
生
き
す
る
し
か
な
い
。
そ
れ
に

は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
認
知
症
に
な
ら
な
い
こ

と
。
こ
れ
が
大
切
で
す
。

寝
た
き
り
に
な
る
主
な
原
因

は
、
①
脳
血
管
疾
患
　
②
高
齢

に
よ
る
衰
弱
　
③
骨
折
（
転

倒
）　
④
認
知
症
で
、
最
大
の

予
防
は
運
動
だ
そ
う
で
す
。
運

動
は
脳
卒
中
の
原
因
で
あ
る
動

脈
硬
化
を
防
ぎ
、
高
脂
血
症
や

糖
尿
病
も
防
ぎ
ま
す
。
転
倒
に

よ
る
骨
折
で
寝
た
き
り
に
な
る

人
は
大
変
多
い
の
で
、
運
動
を

し
て
足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
腰
痛
の
方
は
無
理
は

い
け
ま
せ
ん
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
撮
っ
て
み
て
病
気
で
な
い
と

わ
か
れ
ば
、
頑
張
っ
て
運
動
し

さ
る
10
月
4
日
（
木
）、
武
蔵
野
法
人
会
館
大
会
議
室
に
て
、
午
後
1
時

か
ら
2
時
ま
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
東
久
留
米
医
師
会

会
長
の
尾
崎 

治
夫
先
生
。
演
題
は
、「
認
知
症
・
転
倒
に
よ
る
骨
折
（
骨

粗
し
ょ
う
症
）
を
防
ぐ
に
は
」
で
す
。
健
康
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

筋
肉
を
付
け
る
こ
と
。
手
始
め
の
運
動

は
歩
く
こ
と
。
歩
幅
を
大
き
く
、
一
日

一
万
歩
を
目
指
す
と
良
い
そ
う
で
す
。

認
知
症
の
予
防
は

明
る
く
笑
っ
て
暮
ら
す
こ
と

次
に
大
切
な
の
が
食
事
で
す
。
骨
を

強
く
す
る
た
め
毎
日
摂
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
が
カ
ル
シ
ウ
ム
。
牛
乳
に
た
く
さ

ん
含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
牛
乳
を
多
く
飲
ん
で
い
る
国
々
で

も
骨
折
は
多
い
と
の
こ
と
。
実
は
、
牛

乳
よ
り
も
魚
介
類
・
大
豆
製
品
・
植
物
・

海
草
か
ら
と
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
方
が
身

体
に
よ
く
、
日
本
人
は
昔
か
ら
こ
れ
ら

を
食
べ
て
き
た
た
め
に
骨
が
強
か
っ
た

そ
う
で
す
。
良
い
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む

食
品
は
、
干
し
エ
ビ
、
丸
干
し
、
シ
シ
ャ

モ
、
納
豆
、
豆
腐
、
ひ
じ
き
、
昆
布
、
小

松
菜
、
大
根
の
葉
な
ど
な
ど
。
身
近
な

も
の
ば
か
り
で
す
ね
。

認
知
症
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
体
験
の
一
部
を
忘
れ
る
の
は
単
な

る
物
忘
れ
で
、
体
験
の
全
部
を
忘
れ
る

の
が
認
知
症
で
す
。
忘
れ
た
こ
と
を
自

覚
で
き
れ
ば
大
丈
夫
で
、
忘
れ
た
こ
と

を
自
覚
し
て
い
な
い
と
病
気
で
す
。
認

知
症
も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
事

で
、
周
囲
の
人
々
が
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
予
防
と
し

て
は
物
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
メ
モ

し
、
日
記
を
付
け
る
こ
と
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
や
り
、
人
付
き
合
い
を

よ
く
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て

新
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
こ
と
な
ど
。

明
る
く
、
笑
っ
て
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら

す
こ
と
が
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
秘
訣

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

先
生
の
お
話
を
伺
い
、
明
日
と
言
わ

ず
、
今
日
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
　
　（
広
報
委
員
　
倉
田
征
子
）
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

そ
れ
で
も
「
究
極
の
エ
コ
」
は

自
転
車

鈴
木
さ
ん
は
冒
頭
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」

の
寅
さ
ん
の
テ
ー
マ
を
ハ
モ
ニ
カ
で
吹
き
、

一
同
の
肩
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
講
演
を
始
め

ら
れ
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
大
事
な
要
素
と
し
て
、

氏
は
、
①
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
、
②
急
発
進
を
止
め
緩
や
か
な
加

速
を
す
る
こ
と
、
③
脇

見
運
転
を
し
な
い
こ

と
、
④
エ
コ
意
識
を
高

め
て
運
転
す
る
こ
と
、

を
挙
げ
ら
れ
た
。
さ
ら

に
車
両
の
運
営
管
理

と
し
て
、
①
貨
物
の
減

量
、
②
計
画
的
な
ド
ラ

イ
ブ
、
③
燃
料
を
満
タ

ン
に
し
な
い
こ
と
、
を

挙
げ
た
。

こ
の
ほ
か
参
加
者

に
家
庭
で
行
っ
て
い
る
エ
コ
、
車
で
ド
ラ

イ
ブ
し
て
い
る
人
の
行
っ
て
い
る
エ
コ
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
聞
き
出
し
な
が
ら
、
み
ん

な
を
巻
き
込
ん
で
の
楽
し
い
勉
強
会
と

な
っ
た
。

「
エ
コ
を
意
識
す
る
こ
と
は
安
全
運
転
に

つ
な
が
る
」が
鈴
木
さ
ん
の
結
論
だ
が
、
最

後
に
「
究
極
の
エ
コ
は
自
転
車
に
乗
る
こ

と
」と
の
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
参
加

者
一
同
大
い
に
う
な
ず
い
て
い
た
。

当
日
の
研
修
会
は
武
蔵

野
・
三
鷹
・
小
金
井
の
三
市
よ

り
後
援
を
受
け
て
、
武
蔵
野

三
鷹
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
株
）

の
ビ
デ
オ
収
録
も
行
わ
れ
た
。

後
日
テ
レ
ビ
で
放
映
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
研
修
会
は
地
球
温

暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
一
歩

と
し
て
、
大
変
貴
重
な
勉
強

会
と
な
っ
た
。

（
事
務
局
）

社会貢献 
委員会 

環
境
を
守
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク
ニ
ッ
ク 

― 

地
球
に
優
し
い
走
り
方
を
学
ぶ 

― 

環境研修会 

10
月
12
日
（
金
）、
法
人
会
館
に
て
社
会
貢
献
委
員
会
主
催
の
環
境
研
修

会
を
、
講
師
に
㈱
武
蔵
境
自
動
車
教
習
所
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
室
長
の
鈴
木
豊
次
氏
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
50
人

を
数
え
、
環
境
問
題
へ
の
会
員
諸
氏
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

不
動
産
賃
貸
部
会
が

パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
る

こ
の
コ
ン
ペ
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
２

度
目
の
開
催
で
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
横
の
つ

な
が
り
の
な
い
各
部
会
間
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ペ
当
日
は
、
午
前
８
時
14
分
に
ア

ウ
ト
・

イ
ン
同

時
に
１

組
目
が

ス
タ
ー

ト
。
午

後
３
時

過
ぎ
の

ホ
ー
ル

ア
ウ
ト

ま
で
、

栄
え
あ

さ
る
10
月
5
日（
金
）、
各
部
会
合
同
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、『
平
成

倶
楽
部 

鉢
形
城
コ
ー
ス
』
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
不
動
産
賃

貸
経
営
・
女
性
・
青
年
・
運
輸
の
各
部
会
か
ら
22
人
が
参
加
し
、
ゴ
ル
フ

を
楽
し
む
と
と
も
に
、
各
部
会
員
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
優
勝
は
不

動
産
賃
貸
経
営
部
会
の
高
橋 
廣
太
郎
氏
で
し
た
。

る
優
勝
を
目
指
し
て
激
し
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
組
の
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
は
、
平
成
倶

楽
部
の
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
に
お
い
て
表
彰

式
兼
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
部
会

間
の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
目
的
も
果
た

せ
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

主
な
結
果
は
以
下
の
通
り
。
不
動
産
賃

貸
部
会
が
賞
を
独
占
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

◎
優
　
勝
　

高
橋
廣
太
郎
氏

（
不
動
産
賃
貸
経
営
部
会
）

◎
準
優
勝

藤
野
　
和
雄
氏

（
不
動
産
賃
貸
経
営
部
会
　
部
会
長
）

◎
第
３
位

須
藤
　
嘉
也
氏

（
不
動
産
賃
貸
経
営
部
会
　
幹
事
）

◎
ベ
ス
グ
ロ

須
藤
　
嘉
也
氏

（
不
動
産
賃
貸
経
営
部
会
　
幹
事
）

ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

部会合同 

―
部
会
合
同
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
―
 

ゴルフコンペ 

部
会
間
の
　
横
の
つ
な
が
り
　
を
強
め
る
た
め
に
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－会員増強にご協力下さい－

新トップページ

平成19年11月１日（木）より法人会のホームページがリニューアルしました。

○トップページが見やすくなりました。

○バナー広告を掲載します。

○情報が豊富になり、迅速に更新が行なわれます。

是非一度ご覧下さい。

http://www.musashinohojinkai.or.jp/

新トップページ

旧トップページ←

→
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　税務上の申告書や申請書・届出書は「信書」に当たることから、税務署に送

付する場合には、「郵便物」（第一種郵便物）又は「信書便物」として送付する

必要があります。（郵便物・信書便物以外の荷物扱いで送付することはできま

せん。） 

詳しくは、総務省ホームページ 

（http://www.soumu.go.jp/yusei/shinsho_guide.html）をご覧ください。 

 

 

 
 
 

　申告書を、郵便又は信書便を利用し税務署に送付された場合、その郵便物

又は信書便物の通信日付印により表示された日を提出日とみなすこととなりま

すが、それ以外の場合には、税務署に到達した日が提出日となります。 

　申告書はお早めに提出いただくとともに、送付により提出される場合には、

必ず郵便又は信書便を利用されるようご留意願います。 

 

《小包郵便物は、郵便物ではなくなりました。》 
　郵政公社の民営化に伴う郵便法の改正により、平成19年10月１日以降、郵便物は、

第一種郵便物、第二種郵便物、第三種郵便物及び第四種郵便物のみとなり、これま

での小包郵便物は、郵便法の定める郵便物ではなくなりましたのでご注意ください。 

　詳しくは、郵便事業株式会社ホームページ 
（http://www.post.japanpost.jp/service/shinsyo.html）をご覧ください。 

申告書を荷物扱いで送付することはできません。 
 

申告書は、郵便又は信書便でお早めに送付願います。 
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11
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
５
時

小
金
井
市
福
祉
会
館

　
　
（
小
金
井
駅
南
口
徒
歩
８
分
）

入
場
無
料

主
　
催
　
小
金
井
謡
の
つ
ど
い

　
　
　
　
実
行
委
員
会

小
金
井
市
内
で
活
動
す
る
謡
曲

を
愛
す
る
７
団
体
に
よ
る
発
表
会

で
す
。

謡
曲
は
能
楽
の
詞
章
を
謡
う
も

の
で
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
味
わ

う
一
日
と
な
り
ま
す
。

11
月
18
日
（
日
）
雨
天
決
行

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

　
む
さ
し
の
市
民
公
園

　
　
　
　
　
　
　（
緑
町
２
―
２
）

無
　
料

参
加
者
先
着
150
人
に

花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

き
の
こ
汁
・
お
し
る
こ
コ
ー
ナ
ー

や
、
野
菜
・
花
苗
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
ち

び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
家
族

で
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　（
三
鷹
駅
南
口
す
ぐ
コ
ラ
ル
ビ
ル
５
階
）

入
場
料
　
一
般  

500
円
　
　

学
　
生 

　
　
　 

300
円

前
売
り
　
一
般  

400
円

主
　
催
　
神
沢
利
子
展

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

三
鷹
市
在
住
の
絵
本
作
家
、『
く
ま

の
ウ
ー
フ
』
で
有
名
な
神
沢
利
子
さ
ん

の
絵
本
の
全
て
を
と
こ
と
ん
紹
介
す
る

展
覧
会
で
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
公
募
で
集
ま
っ
た

市
民
が
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、
企
画

か
ら
多
く
の
市
民
が
関
わ
っ
て
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。

小
金
井
謡
の
つ
ど
い 
 
第
22
回 

小金
井 

 武蔵
野 

都
市
の
み
ど
り
を
守
る 

フ
ォ
ー
ラ
ム 

 三 鷹
 

ト
コ
ト
ン
！ 

　
　
神
沢
利
子
展 

お
問
い
合
わ
せ

　
武
蔵
野
市
緑
化
環
境
セ
ン
タ
ー

０
４
２
２
―
60
―
１
８
６
３
ま
で

12
月
８
日
（
土
）
か
ら

08
年
１
月
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

　
金
・
土
は
午
後
８
時
ま
で

　
入
場
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

　
休
館
日
　
月
曜
日

　
　
　
　（
12
月
24
日
は
開
館
）

12
月
25
日
、
26
日
、
29
日
か
ら

１
月
４
日

まちかど情報 小金井・三鷹・武蔵野 まちかど情報 小金井・三鷹・武蔵野 

◎「まちかど情報」コーナを新設しました。各市の情報・お知らせ・報告を掲載していきます。投稿歓迎です。（広報委員会）
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◎ 連載『我が社のホープ』は、若手社員の仕事に対する思いを紹介するコーナーです。対象年齢20～30歳代。
    自薦他薦お待ちしております。 （広報委員会）

葬
儀
の
プ
ロ
と
し
て
人
の
心
に

感
動
を
残
し
た
い

今
回
の
ホ
ー
プ
は
株
式
会
社
セ
レ
モ
ア
つ
く
ば
の
三
鷹
支
社
の
所
長

で
あ
る
嶋
田
竜
博
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
誰
も
が
避
け
て
は
通
れ

な
い
の
に
、
な
か
な
か
話
題
に
し
に
く
い
の
が「
お
葬
式
」。
嶋
田
さ

ん
は
葬
儀
の
プ
ロ
と
し
て
、
懸
命
に
人
生
を
生
き
た
人
を
見
送
り
、

な
お
か
つ
、
ご
遺
族
や
会
葬
者
に
感
動
を
残
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

心
に
残
る
仕
事
が
し
て
み
た

か
っ
た

嶋
田
さ
ん
は
、
セ
レ
モ
ア
つ

く
ば
に
入
社
し
て
、
今
年
で
11

年
目
。
こ
の
仕
事
に
就
い
た

き
っ
か
け
は
、
心
に
残
る
仕
事

が
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
、
だ

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
人
の
最

期
に
関
わ
る
の
は
本
当
に
責
任

重
大
で
大
変
な
仕
事
。
例
え

ば
、
会
社
は
365
日
24
時
間
無
休

で
す
。

「
ま
ず
、
失
敗
と
い
う
こ
と
が

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
悲

し
み
の
最
中
に
あ
る
ご
家
族

と
、
直
ぐ
に
葬
儀
の
事
務
的
な

段
取
り
や
、
金
銭
の
話
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
ん
で
す
」。
逝

去
か
ら
通
夜
・
葬
儀
ま
で
は
、
普

通
、
２
、
３
日
。
こ
の
ご
く
僅

か
の
間
に
ご
遺
族
と
信
頼
関
係

を
築
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。「
し
か
も
、
私
た
ち
は
、
無

事
に
葬
儀
全
般
を
終
わ
っ
た
と

い
う
だ
け
で
は
不
充
分
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
長
く
心
に
残
る

よ
う
な
葬
儀
、
ご
遺
族
の
方
が

心
か
ら
感
動
し
、
ご
満
足
頂
け

る
よ
う
な
葬
儀
で
な
け
れ
ば
、

意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
す
」。
葬
儀
に
よ
っ
て
何
か
を

残
し
た
い
。
そ
れ
こ
そ
、
い
つ

も
嶋
田
さ
ん
が
考
え
続
け
て
い

る
こ
と
で
す
。

　「
葬
儀
は
人
生
最

後
の
式
典
で
す
。

一
生
懸
命
に
生
き

て
き
た
方
を
よ
い

形
で
お
送
り
し
て

差
し
上
げ
た
い
。

確
か
に
難
し
い
こ

と
も
多
い
仕
事
で

す
が
、
そ
れ
だ
け

に
全
て
が
終
わ
り
、

ご
遺
族
の
方
に
心

の
籠
っ
た
お
礼
を

言
っ
て
頂
け
た
時

な
ど
、
充
実
感
、
達
成
感
は
筆

舌
に
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

こ
の
仕
事
に
就
い
た
こ
と
が
な

け
れ
ば
解
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
大
き
な

喜
び
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
ま

た
次
の
ご
葬
儀
も
心
を
込
め
て

執
り
行
い
、
せ
め
て
も
ご
遺
族

の
悲
し
み
を
、
よ
い
お
葬
式

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
お
慰
め

で
き
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
い
う

思
い
に
つ
な
が
り
ま
す
」。

ス
ト
レ
ス
も
少
な
い
と
は
言

え
な
い
仕
事
で
す
が
、
そ
う
し

株式会社セレモアつくば

しま だ たつひろ

嶋田  竜博 さん

　　　  その44

（三鷹第五支部）

福島県生まれ。
幼少時に関東に移り、所
沢で育つ。
現在も所沢在住。趣味は
野球と車。

た
や
り
甲
斐
と
喜
び
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
11
年
間
こ
の
仕
事
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
と
、
嶋
田
さ

ん
は
言
い
ま
す
。

嶋
田
さ
ん
の
現
在
の
夢
は
、

セ
レ
モ
ア
つ
く
ば
を
日
本
一
の

葬
儀
社
に
す
る
こ
と
。「
こ
の
仕

事
自
体
を
、
■ 

葬
儀
屋
■ 

と
い

う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
皮
さ
せ
た

い
ん
で
す
。
究
極
の
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
世
の
中
に
認
知
し
て

貰
い
た
い
で
す
ね
」。
そ
の
手
始

め
に
、
葬
儀
の
最
高
の
プ
ロ
集
団

と
し
て
■ 

セ
レ
モ
ア
つ
く
ば
■ 

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ

た
い
と
語
る
嶋
田
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
談
）

セ
レ
モ
ア
つ
く
ば
で
は
、
生

前
の
ご
葬
儀
計
画
な
ど
も
含

め
、
葬
儀
全
般
に
わ
た
り

様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
入
会
金
の
み
で

ご
葬
儀
等
で
特
別
割
引
が
受

け
ら
れ
る
会
員
制
度
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
」
も

あ
り
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下

さ
い
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
２
０

― 

４
７
０ 

― 

４
７
０
）

セ
レ
モ
ア
つ
く
ば

を
最
高
の
ブ
ラ
ン

ド
に
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次
回
は
住
澤
勝
吉
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

法
人
会
員
と
な
っ
て

早
や
10
数
年

私
は
戦
後
世
代
だ
が
、
思
え
ば

こ
の
国
は
戦
後
わ
ず
か
半
世
紀

の
間
に
、
本
当
に
奇
跡
的
な
経

済
発
展
を
し
た
。
ま
た
世
界
一

の
長
寿
国
に
も
な
っ
て
、
全
て

の
価
値
観
は
様
変
わ
り
し
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
私
が
そ
れ
を

危
惧
し
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
の

「
今
」
を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
に
は
到
底
な
り
そ
う
も
な
い
。

そ
こ
で
話
題
を
変
え
て
、
武
蔵

野
法
人
会
と
の
出
会
い
に
つ
い

て
語
る
と
し
よ
う
。
入
会
し
た

の
は
確
か
平
成
３
年
頃
で
あ
っ

た
か
ら
、
法
人
会
員
と
な
っ
て

も
う
10
数
年
に
な
る
。
本
当
に

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
だ
。

入
会
後
間
も
な
く
、
新
井
燃
料

店
の
故
新
井 
輝
氏
か
ら
、
懇
切

丁
寧
に
法
人
会
で
の
活
動
の
ご

指
導
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

新
井
氏
と
言
え
ば
思
い

出
す
の
は
、
南
洋
群
島
の

「
カ
セ
レ
リ
ア
会
」
の
代
表

で
も
あ
っ
た
氏
か
ら
南
の

島
「
ポ
ナ
ペ
島
」
に
海
外
視

察
の
旅
の
お
誘
い
を
受
け

た
こ
と
だ
。
私
は
即
座
に

Ｏ
Ｋ
し
て
、
成
田
空
港
か

ら
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空

で
グ
ア
ム
島
、
ト
ラ
ッ
ク

諸
島
経
由
で
ポ
ナ
ペ
島
ま

で
約
10
時
間
の
旅
を
し
た
。

そ
の
思
い
出
を
少
し
書
き
た
い
。

日
本
と
「
南
」
と
の

深
い
縁
に
驚
く

成
田
か
ら
の
空
の
旅
は
実
に

印
象
深
い
も
の
だ
っ
た
。
飛
行

機
が
音
も
な
く
飛
ぶ
空
は
満
天

の
星
。
そ
の
中
に
、
あ
の
南
十

字
星
が
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。

ま
る
で
別
世
界
へ
と
引
き
こ
ま

れ
て
い
く
心
境
だ
っ
た
。
ポ
ナ

ペ
島
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
に

属
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

自
由
連
合
協
定
に
よ
り
国
家
と

し
て
独
立
し
た
太
平
洋
上
に
浮

か
ぶ
島
々
か
ら
成
る
国
で
も
あ

る
。
ま
た
、
日
本
が
第
二
次
世

界
大
戦
で
敗
退
す
る
ま
で
の
31

年
間
は
、
我
が
国
の
領
土
で
も

あ
っ
た
地
域
な
の
だ
。
ポ
ナ
ペ

島
は
直
接
の
戦
場
と
な
ら
な

か
っ
た
た
め
か
、
日
本
人
に
対

す
る
感
情
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
だ
っ
た
。

私
は
ポ
ナ
ペ
島
か
ら
日
本
へ

戻
る
と
、「
南
」と
い
う
方
位
と

日
本
と
の
関
わ
り
合
い
を
調
べ

て
み
た
の
だ
が
、
日
本
人
と
南

の
方
角
と
は
歴
史
的
に
深
い
縁

が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
た
と

え
ば
、
奈
良
の
平
城
京
や
京
都

の
平
安
京
は
南
に
面
す
る
よ
う

に
造
ら
れ
て
い
る
。
神
社
・
仏

閣
な
ど
も
同
様
に
南
に
面
し
て

建
て
ら
れ
る
。「
幸
」の
文
字
を

両
方
か
ら
囲
い
込
む
と「
南
」の

字
に
な
る
。
最
後
に
「
南
」
の

中
に
は
、
日
本
円
、
つ
ま
り「
￥
」

の
マ
ー
ク
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

検
証
し
て
み
る
と
、
日
本
と
い

う
国
は
南
方
面
の
国
々
と
仲
良

く
す
る
こ
と
が
運
命
的
に
決

ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

も
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

戦
後
世
代
の
私
と
し
て
は
、

「
南
」と
日
本
と
の
深
い
縁
を
考

え
、
こ
れ
か
ら
も
南
の
国
々
と
、

ま
た
世
界
の
他
の
国
々
と
末
永

く
仲
良
く
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
も
の
で
あ
る
。

第４４走者　

高 

橋
　
俊 

雄

（
小
金
井
西
支
部
）

◎ 連載『リレーエッセイ』は、リレー式に随筆をお願いするコーナーです。いつかはあなたのところにも……。（広報委員会）

戦
後
世
代
に
生
ま
れ
て

思
う
こ
と
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●靖之介の一口感想● 
役者は先輩の舞台を袖で見ながら芸を
盗む。時には直接教わるが、頭では理解
できても実践できない事もあった。私は
この歳になって教えて教えきれない部分
があることを知った。絵の素養がなくて
も和菓子作りを成功された大平さん。私
は「大平紀男耐素佑」と命名致します。 

 

親
か
ら
も
ら
っ
た
丈
夫
な
身
体
に

感
謝

―
ご
丈
夫
そ
う
で
…

大
平
　
は
い
。
病
気
は
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
し
こ
の
通
り
と
て

も
元
気
で
す
。

― 

秘
訣
を
？

大
平
　
え
っ
？
私
は
何
も
健
康
の

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

― 

？

大
平
　（
笑
）
そ
う
で
す
ね
…

親
か
ら
貰
っ
た
こ
の
体
が
大
変
丈

夫
な
の
で
し
ょ
う
か

― 

少
年
時
代
に
体
を
鍛
え
た
と
か

…
？

大
平
　
さ
あ
？
生
ま
れ
た
翌
年
が

真
珠
湾
攻
撃
で
…
終
戦
が
５
歳
…

子
供
の
と
き
か
ら
厳
し
い
父
に
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
栃
木
県
の
農
家

で
し
た
し
兄
弟
が
10
人
！
…
如
何

に
大
変
だ
っ
た
か
想
像
が
つ
く
で

し
ょ
う
（
笑
）

― 

私
も
戦
後
、
砂
糖
と
脱
脂
大
豆

の
粉
が
主
食
の
時
代
に
育
っ
て
い

ま
す
か
ら
よ
ー
く
分
か
り
ま
す

（
笑
）

大
平
　
東
京
に
ど
う
し
て
も
出
た

く
て
…
15
歳
の
時
家
を
出
ま
し
た

も
が
寝
泊
ま
り
し
て
…
失
敗
す
れ

ば
す
ぐ
叩
か
れ
る
、
首
に
な
る
…

― 

あ
の
時
代
は
有
無
を
言
わ
せ
な

か
っ
た
…
作
り
方
が
難
し
い
も
の

は
？

大
平
　
あ
ん
こ
を
煮
る
技
術
で
す

ね
…
火
加
減
や
攪
拌
の
仕
方
が
…

昔
は
勿
論
冷
房
も
攪
拌
機
械
も
な

い
か
ら
手
動
で
か
き
回
す
…
こ
れ

が
暑
い
（
笑
）

― 

絵
画
的
な
素
養
も
…
？

大
平
　
そ
ん
な
器
用
な
も
の
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）
見
よ

う
見
真
似
で
技
術
を
身
に
つ
け

て
…
独
立
し
た
の
は
吉
祥
寺
の
こ

の
場
所
で
28
歳
の
時
で
し
た
。

ひ
と
づ
て

「
人
伝
」
も
な
く
不
動
産
屋
さ
ん
に

頼
ん
で
…
ま
だ
回
り
は
畑
が
多
く

あ
り
ま
し
た
ね
。

― 

今
の
人
気
商
品
等
は
？

大
平
　
東
急
デ
パ
ー
ト
に
も
出
品

し
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
大
福
…

― 

そ
れ
は
珍
し
い
！

大
平
　
あ
ん
こ
の
中
に
コ
ー
ヒ
ー

を
入
れ
る
と
香
り
が
よ
い
か
ら
と

若
い
方
に
も
評
判
良
く
て
…
お
得

意
様
も
遠
方
か
ら
ご
注
文
頂
い
て

お
り
ま
す

― 
年
中
無
休
で
は
大
変

大
平
　
い
い
え
今
は
交
代
で
息
子

夫
婦
が
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
ご
夫
婦

共
に
ご
健
康
で

大
平
　
私
は
一
生
定
年
な
し
で
仕

事
を
し
た
ほ
う
が
健
康
が
保
て
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
喜

ん
で
頂
け
る
和
菓
子
を
作
り
な
が

ら
…
そ
れ
と
旅
行
も
ゴ
ル
フ
も
欠

か
さ
ず
に
大
い
に
励
み
ま
し
ょ
う

…
（
笑
）

…
最
初
は
パ
ン
屋
さ
ん
に
身
一
つ

で
入
っ
た
。
そ
こ
で
見
た
の
が
和

菓
子
の
美
し
さ
！
そ
れ
に
魅
せ
ら

れ
た
の
で
す
。
よ
し
！
お
菓
子
を

作
ろ
う
と
…
亀
戸
の
風
月
堂
に
入

り
ま
し
た

― 

厳
し
い
職
人
修
行
…

大
平
　
始
め
は
仕
事
場
の
な
か
の

掃
除
、
部
品
の
洗
い
物
、
薪
を
切
っ

た
り
…
ガ
ス
な
ど
な
か
っ
た
時
代

（
笑
）
住
み
込
み
で
一
部
屋
に
何
人 ▲あんこいっぱいのきんつばを作っている大平さん
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デ
ザ
イ
ン
の「
美
」を
追
求
し
続
け
て

岡
田 

清
さ
ん
の
第
2
回
目
で
す
。
転
職
し
た
会
社
に
7
年
半
在
籍
し

た
後
、
1
9
7
0
年
に
独
立
し
て
小
金
井
に
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
構

え
た
岡
田
さ
ん
。
工
業
デ
ザ
イ
ン
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
空
間
デ
ザ

イ
ン
ま
で
幅
広
く
手
が
け
、
海
外
に
も
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
設
立
す

る
今
に
至
っ
た
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

き
な
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
構

え
た
の
は
32
歳
の
と
き
で
し
た
。

ダ
イ
ワ
精
工
と
い
う
釣
具
メ
ー

カ
ー
か
ら
リ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン

を
頼
ま
れ
た
の
で
す
。
当
時
、
ダ

イ
ワ
精
工
は
二
代
目
社
長
の
下

で
、
釣
具
の
世
界
に
、
実
用
だ
け

で
な
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
美

し
さ
を
持
ち
込
も
う
と
奮
闘
し

て
い
ま
し
た
。
幸
運
に
も
、
私
の

デ
ザ
イ
ン
を
気
に
入
っ
て
も
ら

え
、
ダ
イ
ワ
精
工
と
長
く
仕
事
の

で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ

て
独
立
し
自
分
の
事
務
所
を
持

で
す
。
そ
こ
で
、
今
は
自
分
の
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
上

の
経
験
が
で
き
る
会
社
で
仕
事
を

し
て
お
こ
う
と
考
え
、
三
協
精
機

製
作
所
と
い
う
会
社
を
転
職
先
に

選
び
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
特

に
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
製
作
で
は
世
界

一
で
し
た
が
、
そ
の
他
に
、
マ
イ

ク
ロ
モ
ー
タ
を
利
用
し
た
カ
メ
ラ

や
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
な
ど
、
多
種

多
様
な
機
器
類
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
会
社
に
７
年
半
い
ま
し

た
が
、
そ
こ
で
の
経
験
が
私
の
大

岡
田
　
　
清
　

さ
ん

吉
祥
寺
北
第
一
支
部

32
歳
で
独
立
し

デ
ザ
イ
ン
事
務
所
設
立

その17の　

広
告
・
空
間
デ
ザ
イ
ン
ま
で
幅
広

く
係
っ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
デ

ザ
イ
ン
を
通
じ
て
、
飽
く
ま
で
も

「
美
し
さ
」
を
追
い
求
め
て
い
る

つ
も
り
で
す
。

思
え
ば
、
私
が
工
業
デ
ザ
イ
ン

に
手
を
染
め
た
頃
は
こ
の
業
界
の

黎
明
期
で
、
■ 

デ
ザ
イ
ン
■ 

と
い

う
も
の
が
、
ま
だ
余
り
認
知
さ
れ

て
い
な
い
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。
私
は
よ
い
時
代
に
こ
の
仕
事

に
就
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
て
自
分
の
事
務
所
も
幾
つ
か

持
つ
こ
と
が
で
き
た
訳
で
す
が
、

や
は
り
よ
い
「
時
」
に
恵
ま
れ
る

運
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
今

は
競
争
が
激
し
過
ぎ
て
、
こ
の
業

界
を
生
き
抜
い
て
い
く
の
は
、
私

の
若
い
時
分
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
く
ら
い
大
変
で
す
。

現
在
、
毎
日
事
務
所
に
出
て
は

い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
ス
タ
ッ
フ

に
仕
事
を
任
せ
て
無
理
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
海

水
魚
の
飼
育
、
そ
れ
に
カ
メ
ラ
で

美
人
を
撮
る
こ
と
。
何
に
せ
よ

「
美
」
と
い
う
も
の
を
追
求
す
る

心
を
、
一
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
失
わ
ず
に
い
た
い
で
す
ね
。

（
談
）

2
2

つ
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
場
所
は
小

金
井
で
し
た
。
ダ

イ
ワ
精
工
と
の
お

付
き
合
い
は
、
そ

の
と
き
か
ら
長
く

続
い
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
手
が

け
た
リ
ー
ル
の
中

に
は
ア
メ
リ
カ
で

も
人
気
を
集
め
、

デ
ザ
イ
ン
の
賞
を

獲
得
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
非
常

に
有
意
義
な
仕
事
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

「
美
し
さ
」
を
求
め
続
け
る

心
を
大
切
に

１
９
７
０
年
に
小
金
井
で
独
立

し
て
か
ら
10
年
後
の
80
年
、
吉
祥

寺
の
現
在
の
場
所
に
事
務
所
を
移

し
ま
し
た
。
91
年
に
は
台
湾
に
、

03
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
、
22
名
の
社

員
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ア
や

Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
の
工
業
デ
ザ
イ
ン

か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、

「
こ
れ
か
ら
は

デ
ザ
イ
ン
の
時
代
」

転
職
を
考
え
て
い
た
頃
、
よ
く

頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
ア
メ
リ
カ

視
察
か
ら
帰
っ
て
き
た
松
下
幸

之
助
が
言
っ
た
と
い
う
「
こ
れ
か

ら
は
デ
ザ
イ
ン
の
時
代
だ
」
と
い

う
言
葉
で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
聞

い
た
と
き
、
私
は
、
工
業
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
も
の
が
、
社
会
の
中
で

大
き
な
役
割
を
果
た
す
時
代
が

必
ず
や
っ
て
来
る
と
感
じ
た
の



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

ほうじん ｢むさしの｣ 11・12月号 
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〒180-0006 
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TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝4,004名 

加入率＝50.6％（2007年9月末現在） 
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23 
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30

11月の    行事予定表 

女性部会役員会　研修会 
武蔵野５支部合同ゴルフコンペ 
 
（文化の日） 
 
青年部会役員会 
 
常任理事会　理事会 
年末調整説明会 
共済制度推進連絡協議会 
総務委員会 
 
 
 
納税表彰式 
 
税を考える週間記念講演会 
女性部会租税教室 
 
 
 
 
広報委員会 
吉祥寺北第１支部ボーリング大会 
不動産賃貸経営部会役員会 
新設法人説明会 
（勤労感謝の日） 
 
 
 
社会貢献研修会 
決算法人説明会 

（2007年10月26日現在） 
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10 
11 
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14 
15 
16 
17 
18 
 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31

12月の    行事予定表 

小金井落葉回収作戦 
 
武蔵野中央支部研修会・忘年会 
青年部会役員会 
女性部会役員会研修会 
 
事業研修会 
 
青年部会クリスマス会 
 
 
 
 
 
常任理事会　理事会 
 
 
 
新設法人説明会 
広報委員会 
 
 
決算法人説明会 
 
（天皇誕生日） 
（振替休日） 
 
 
 
 
法人会事務局　年末休暇 
法人会事務局　年末休暇 
法人会事務局　年末休暇 

（2007年10月26日現在） 
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